
多摩市定例記者会見

2月24日



多摩市の物価高騰対策生活応援事業
（商品券「ＪＣＢギフトカード」配付）

①市民一人当たり4,000円分の商品券「ＪＣＢギフト
カード」を配付します

②商品券「ＪＣＢギフトカード」が使用できる店舗に、
ポスター・ポップの掲出協力依頼を行います

総務部総務契約課
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☝ポイント

多摩市の物価高騰対策生活応援事業（商品券「ＪＣＢギフトカード」配付）

①市民一人当たり4,000円分の商品券「ＪＣＢギフトカード」を配付します
②商品券「ＪＣＢギフトカード」が使用できる店舗に、ポスター・ポップの掲出協力依頼を行います

１ 商品券の配付について
国の「物価高騰対策重点支援地方創生臨時交

付金」を活用し、食料品等の価格高騰による家
計負担の軽減を目的にお近くの店舗などで利用
できる商品券を配付します。

対 象 令和8年2月1日時点で多摩市住民基本
台帳に登録されている方（申請不要）

配付内容 一人当たり4,000円分（1,000円×4枚）
のJCBギフトカード

事前通知 令和8年3月中旬に対象となる世帯の
世帯主へ事前案内をハガキで通知

配付期間 令和8年3月末～5月末に順次、世帯主
の方へ世帯人数分まとめて発送

配付方法 ゆうパックでの郵送（対面受け取り
方式）

その他 コールセンターを3月2日㈪から開設
0570-010-867（平日9時から18時）

問い合わせ
総務部総務契約課 電話：042(400)1666

２ 市内事業者への協力の呼びかけ
JCBギフトカードが使えるお店の目印

になるよう、店頭で掲出していただける
チラシ・ポスター・ポップを作成し、配
付します。市民の方が身近な店舗でお使
いいただけるよう、掲出にご協力いただ
ける店舗には郵送でお届けしますので、
ぜひお申込みください。
※ご協力いただける事業者様は市公式
ホームページでも掲載します
申し込みフォーム 右記バーコード
チラシ等発送時期 3月中旬以降順次

＜チラシイメージ＞



自動走行モビリティ サービス実証第２弾！
より走行距離を伸ばし、

外出を支援するサービスを日常生活の中で実証！

①昨年10月の貝取・豊ヶ丘地域での実施に続き、自動
走行モビリティを含む外出支援サービスを日常生活の
中で利用いただくサービス実証を、市民の方の協力を
得て実施します。

②今回は、永山地域周辺を中心に実施し、走行距離を
伸ばして駅までの送迎にもチャレンジします。

企画政策部企画課
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☝ポイント

自動走行モビリティ サービス実証第２弾！
より走行距離を伸ばし、外出を支援するサービスを日常生活の中で実証！

①昨年10月の貝取・豊ヶ丘地域での実施に続き、自動走行モビリティを含む外出支援サービスを
日常生活の中で利用いただくサービス実証を、市民の方の協力を得て実施します。

②今回は、永山地域周辺を中心に実施し、走行距離を伸ばして駅までの送迎にもチャレンジします。

１ 内閣府戦略的イノベーション創造プログ
ラム（SIP）
内閣府SIPでは、高齢者や障がい者の外出を支

える新しいサービスの開発を進めています。健幸
都市を目指す取組と深く関係することから、本市
も協力して実証を行っています。

問い合わせ（サービス実証全体について）
企画政策部企画課 電話：042(338)6916

３ サービス実証日程等（予定）
日時：令和8年3月3日（火）～12日（木）
モビリティ走行時間：9:30～17:30

（雨天・荒天時のほか、14:00～15:00は電源交換の
ため休止。）
場所：永山地域周辺

※事前に調整した市民の方（５名程度）に実際の生
活の中で外出支援サービスを利用いただきます。

※サービス実証の様子を取材いただく場合は、個別
に日程を調整させていただきます。取材をご希望
の場合は、久留米工業大学 総務課 0942-22-2345
までご連絡ください。

２ サービス実証の内容
これまでの技術実証と昨年10月に実施した貝

取・豊ヶ丘地域でのサービス実証を踏まえ、モビ
リティの乗り心地を向上させ、対象者を体幹に不
安のある方にも拡大します。また、走行距離を伸
ばして、駅までの送迎にもチャレンジします。実
際の生活環境の中で、声掛けロボによる外出促進/
小型自動走行モビリティによる送迎/排尿支援（希
望者のみ）といった一連のサービスを提供する実
証を行います。

080224記者会見 資料2
企画政策部企画課
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3月 サービス実証の走行範囲等のイメージ
日時：令和8年3月3日（火）～3月12日（木）（10日間）

モビリティ走行時間：9:30～17:30（雨天・荒天時のほか、14:00～15:00は電源交換のため休止。）

(スケジュール等、サービス実証の内容は変更になる可能性があります。随時、市公式HPでお知らせします。)

サ
ー
ビ
ス
実
証
の
内
容

・自宅に設置した声掛けロボが、地
域のお出かけ情報をお知らせして外
出を促します

声掛けロボによる外出促進サービス

・2人乗りの小型自動走行モビリティ
で、ご自宅から目的地まで安全に送
迎します

小型自動走行モビリティによる送迎
サービス

・トイレが不安な方には小型の膀胱
センサーで、トイレのタイミングをそっと
お知らせします

排尿支援サービス ＊希望者のみ

ご協力いただく利用者のご自宅から、

商店街、スーパー、駅などの目的地までの間を

自動走行モビリティ（１台）が走行します。

※走行中は安全のため、スタッフが常に横について伴走します。

駅前エリアへも

モビリティで外出

商店街周辺へ

の外出

おでかけ情報



令和８年第１回多摩市議会定例会の主な議案について

配布資料
（１）提出予定議案一覧
（２）一般質問通告順質問事項
（３）３月補正予算（第１１号）案の概要

企画政策部



展覧会『重要無形文化財「木工芸」保持者 渡辺晃男の仕事』
を開催！

①市内在住の渡辺晃男氏が令和7年10月に「人間国宝」に
追加認定されました。

②同氏が市民初の人間国宝となられたことを記念し、
展覧会、対談・作品解説イベントを開催します。

教育部教育振興課
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教育部教育振興課

展覧会『重要無形文化財「木工芸」保持者 渡辺晃男の仕事』を開催！

①市内在住の渡辺晃男氏が令和7年10月に「人間国宝」に追加認定されました。
②同氏が市民初の人間国宝となられたことを記念し、展覧会、対談・作品解説イベントを開催します。

１ 人間国宝認定記念事業を実施！
令和7（2025）年10月10日付けの官報告示で、

市内在住の渡辺明(わたなべ・あきら)（雅号 渡

辺晃男(わたなべ・あきお)）氏が重要無形文化財

「木工芸」の保持者（各個認定）（いわゆる「人

間国宝」）に正式に追加認定されました。

市内在住者が人間国宝に認定されたのは初めて

のことです。

多摩市教育委員会では、人間国宝の卓越した技

術と、伝統文化の価値と魅力を市民の皆さんに広

くお伝えするため、記念事業を実施します！

添付資料 『重要無形文化財「木工芸」保持者
渡辺晃男の仕事』チラシ

問い合わせ
教育部教育振興課 電話：042(338)6883

２ 木工芸作品や使用する素材などの実物
を展示！
同氏の木工芸作品や使用する素材などを展示

し、その仕事ぶりや制作の様子をご紹介します。
４月26日（日曜）には関連イベントとして、

同氏と外舘和子氏（工芸史家・多摩美術大学
教授）による対談・作品解説イベントを開催し
ます。
※展覧会初日（４月23日（木））午前に同氏
が来場します。取材ご希望の方は４月16日

（木）までに下記担当へご連絡ください。



多摩エコ・フェスタ2026
～みんながエコでつながるフェスティバル～

①１年に一度の多摩市の環境フェアで、今回は
多摩中央公園やグリーンライブセンターも会場に開催

②TAMAサスティナブル・アワード2025-2026も開催

環境部環境政策課
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☝ポイント

多摩エコ・フェスタ2026～みんながエコでつながるフェスティバル～

①１年に一度の多摩市の環境フェアで、今回は多摩中央公園やグリーンライブセンターも会場に開催
②ＴＡＭＡサスティナブル・アワード２０２５－２０２６も開催

１ イベント概要
市内で活動する環境団体、企業、学校、行政な

どが集まり、環境に関わる様々な問題について幅
広い視点から情報を発信し、暮らしや環境につい
て来場者と一緒に考えます。

(1)日時
令和8年2月28日(土)、3月1日(日)
10時～16時30分

(2)会場
パルテノン多摩オープンスタジオ・市民ギャ

ラリー、多摩中央公園、グリーンライブセン
ター
(3)主催
多摩エコ・フェスタ2026実行委員会

添付資料 チラシ

２ 主な内容
・参加団体の展示
・発表、講座、工作、観察会など

＜新たな企画＞
・２人乗りモビリティのＰＲ
・スタンプ＆クイズラリー
・ライブパフォーマンス
・クリーンアップ・ウォークin多摩センター

＜市のイベント＞
・TAMAサスティナブル・アワード
・多摩市身のまわりの環境地図作品展
・各種表彰式
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ＴＡＭＡサスティナブル・アワード2025－2026の受賞者が決まりました！

１ 受賞団体
第４回目の今回は、多摩市みどりと環境審議会

委員（学識経験者）による審査を経て、次の６団
体の受賞が決まりました。

問い合わせ
環境部環境政策課 電話：042(338)6831

２ 当日の概要
(1)日時
令和8年2月28日(土)13時～16時
(2)会場
パルテノン多摩 市民ギャラリー
(3)内容
第１部 表彰式
第２部 ワークショップ

「水になって地球をかけめぐる。
子どもも大人も楽しめるサイコロゲーム」

第３部 講演会「気候変動と水とわたしたち」
講師：武田智子氏（WWFジャパン）

部 門 受賞団体

地球温暖化対策部門 一般社団法人えねこや

プラスチック・スマート部門（食品ロス） 小嶋絵美

生物多様性保全部門 連光寺東谷戸の会

グッドライフスタイル部門 NPO東京生物多様性センター

中学・小学校部門

多摩市立豊ヶ丘小学校

多摩市立多摩永山中学校

ＴＡＭＡサスティナブル・アワードとは、地域で実践されている「持続可能なライフスタイル」や
「環境にやさしい取組」を広く周知し、多くの人に共感を与え、環境に対する一人ひとりの意識啓
発・行動につなげるために実施しています。
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